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研究成果の概要（和文）：平成23～25年度の3か年において得られた研究成果は以下のとおりである。
①収集資料の分析と研究のフレームワークの提唱：理論的枠組みについて，その成果を著書（分担執筆）として刊行し
た。②現地調査の実施：3か年にわたり，主要アクターに対するフィールドワークを実施した。③研究成果の公開：研
究成果は，国内外の学会において口頭発表するとともに，学術論文・著書の形で公開した。④研究成果の社会還元：市
民講座などの場において，研究成果の紹介・普及に努めた。

研究成果の概要（英文）：In this study, we have been working on these tasks as follows:
1) Analyzing the data and presenting new methodology on this study field. 2) Conducting geographical field
work on some of the important actors of Nagasaki Church Group. 3) Publishing some articles and books. 4) R
eturning research results to society.

研究分野：

科研費の分科・細目：

人文地理学

キーワード： ヘリテージ　キリシタン　ツーリズム　商品化　巡礼

観光学



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９、Ｚ－１９（共通） 

１． 研究開始当初の背景 
宗教現象は古来，人間の観光行動と密接な
関係を持っているが，わけても聖地巡礼がも
たらす観光流動の実態や，附随する観光関連
産業の発展，地域の社会構造変化などのテー
マは現代社会を読み解く上でも重要な課題
である。観光促進による地域振興において，
特別な意味をもつ場所としての聖地を観光
資源として利用する動きが顕著にみられる
が，こうした動きは，観光関連産業の進出と
いった社会経済的な変化にとどまらず，宗教
文化，さらには当該地域社会そのものの変容
をも招来するものといえる。 
ある場所が観光地になるのは偶然ではな
く，場所に施された仕掛けを読み解く作業が
必要であるが，その際に「誰が」「どのよう
にして」「何のために」仕掛けているのかを
明らかにすることが重要である。研究代表者
は，これまで人文地理学，観光学，宗教社会
学の研究者らとともに，宗教的聖地が観光化
の進展とともに再編され，観光資源化されて
いく様態について研究してきた。申請者を中
心とする科研研究により，これまでに「プロ
デューサー」に関しては，一定の成果を挙げ
てきた。一方，キリシタン文化のヘリテージ
化および観光資源化が，「ホスト」の人々の
生活にどのような影響を与え，また個人や集
団のアイデンティティにどのような意味を
与えたのかについては，従前の調査では明ら
かにできておらず，さらなる研究の深化が必
要とされている。さらにはそこで「ゲスト」
が果たす役割についても検証が必要である。 

 
２．研究の目的 
本研究では，2007 年 1月に世界文化遺産暫
定登録リスト入りをした「長崎の教会群」を
事例に,長崎におけるキリシタン文化がヘリ
テージ化されていく過程を検証し，ヘリテー
ジ化されたキリシタン文化が，長崎のロカリ
ティとして商品化されていく動態を明らか
にする。さらには，ツーリズムが地域文化や
住民のアイデンティティの構築にどのよう
な影響をもたらすのか，実証的に解明するこ
とを目的とする。 

 
３．研究の方法 
本研究では，以下の 3段階に沿って研究を
進める。 
(1)宗教文化のヘリテージ化と宗教ツーリズ
ムに関する理論的枠組の構築：ローカルな宗
教文化のヘリテージ化と観光利用としての
商品化に関わる観光人類学，社会学，地理学
研究の研究成果を整理し，研究視点や概念，
研究方法について検討する。 
(2)ヘリテージ化されるキリシタン文化とホ
スト・ゲストの相互作用の解明：長崎におけ
るキリシタン文化のヘリテージ化とそれに
伴う商品化の動態をホストとゲストの相互
作用に着目して解明する。 
(3)消費されるキリシタンとアイデンティテ

ィの問題：ツーリズムによる宗教文化の商品
化がホストのアイデンティティの構築にど
のような影響をもたらすのか，実証的に解明
する。 

 
４．研究成果 
本研究では，2007 年 1月に世界文化遺産暫
定登録リスト入りした「長崎の教会群」を事
例に，長崎におけるキリシタン文化がヘリテ
ージ化されている過程を検証し，ヘリテージ
化したキリシタン文化が長崎のロカリティ
として商品化されていく動態の解明に取り
組むとともに，キリシタン・ツーリズムが地
域文化や住民のアイデンティティの構築に
どのような影響をもたらすのか，実証的な解
明を行った。 
平成 23～25 年度の 3 か年において得られ
た研究成果は以下のとおりである。 
(1)収集資料の分析と研究のフレームワーク
の提唱：宗教の観光資源化にともなう聖地の
変容に関する理論的枠組みの提唱を宗教学
者，人類学者，社会学者と協同で行い，その
成果を単行本として刊行した（山中 弘編『宗
教とツーリズム』,星野英紀ほか編『聖地巡礼
ツーリズム』ほか）。 
(2)現地調査の実施：3か年にわたり，フィー
ルドワークを実施した。長崎の教会群をめぐ
る世界遺産運動および長崎巡礼の主要アク
ターに対する聞き取り調査および，研究目的
に沿った資料収集を実施した。 
(3)研究成果の公開：研究成果は，ＩＧＵ（国
際地理学連合）本大会（2012 年：ケルン），
地域大会（2013 年：京都），都市地理学コミ
ッション（2011 年：カンタベリー,UK）や日
本地理学会など国内外の学会において口頭
発表するとともに，学術論文・著書の形で公
開した（例えば，『観光戦略としての宗教-長
崎の教会群と場所の商品化-』（単著），
『Geography of Religion in Japan』（単著）
など）。 
(4)研究成果の社会還元：東京都目黒区の市
民講座（めぐろシティカレッジ）や本務校に
おける高大連携事業などにおける研究紹介
の場において，研究成果の紹介・普及に努め
た。 
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